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この原稿を書いている 5月 28日は，オバマ大統領の広島原爆ドーム訪問が実
現し，戦後の大きな節目になりました．同日の羽田空港での大韓航空の火災に
より，沖縄で予定の 2講演が演者不在のため中止になりました．台風以外で講
演会が中止になるのは初めてで，大事故にならなかったのは幸いでした．
本号の誌上シンポジウム⽛脊椎腫瘍 最近の話題⽜は土屋弘行先生の素晴らし
い企画です．原発性および転移性骨腫瘍による骨関連事象は患者のQOLを大き
く低下させます．近年の破骨細胞を阻害するビスホスホネート剤をはじめとす
る骨修飾薬や抗 RANKL モノクローナル抗体(デノスマブ)の開発により，切除
困難な原発骨腫瘍や転移性骨腫瘍に対する治療とその成績が大きく改善しまし
た．原発性骨腫瘍の中でも，切除不能な骨巨細胞腫に対してデノスマブによる
腫瘍縮小効果とダウンステージングによる低侵襲手術の可能性が報告されてい
ます．脊索腫に対する重粒子線治療，動脈瘤性骨Ṛ腫に対するデノスマブの有効
性および scleroplasty，sacroplasty などの低侵襲手術は有望な手術と考えます．
私たち整形外科に紹介される患者は，病的骨折や転移性腫瘍による麻痺が生

じてからがほとんどでしたが，骨転移キャンサーボードの立ち上げにより，病
的骨折を起こす前の患者をみる機会が増えています．本シンポジウムでキャン
サーボードの結成により脊髄麻痺の緊急手術が減り，手術時 Frankel 分類が軽
い症例が増えているとの報告は，キャンサーボードが骨転移を持つ患者のQOL
向上に貢献していることの裏付けです．
脊髄圧迫のない転移性脊椎腫瘍に対する最小侵襲脊椎安定術はQOL向上の有
用な治療戦略になっています．放射線療法も重粒子線のほかに術中照射や定位
照射も重要な治療手段の 1つです．がんの Stage IV である転移性脊椎腫瘍の根
治療法は従来不可能とされてきましたが，単発転移で放射線治療抵抗性の腎細
胞癌や甲状腺癌では根治的手術により良好な成績が得られることが報告されて
います．今後の骨修飾薬や抗 RANKL モノクローナル抗体，分子標的治療や免
疫療法の進歩により，原発性および転移性脊椎腫瘍患者の生命予後の改善が期
待されます．骨転移キャンサーボードの立ち上げ，最小侵襲脊椎安定術そして
根治的手術により，より一層のQOLの改善が期待できます．
そのほか，Lecture⽛脂肪由来幹細胞⽜，整形外科知ってるつもり⽛特発性上
腰ヘルニア⽜，最新基礎科学⽛二酸化炭素の抗腫瘍効果⽜，境界領域⽛難治性疼
痛に対する血管内治療⽜，連載⽛東アフリカ見聞録⽜などなど，本号は有用な情
報が満載されています．日常の臨床や研究にお役立ていただければ幸いです．

(金谷文則)
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